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俺に言わせれば 

 

次の二つのセリフを読み比べてみてください。 

「あいつの営業力はまだまだだね」 

「俺に言わせれば、あいつの営業力はまだまだだね」――。 

どうでしょうか。〝俺に言わせれば〟を付け加えることで、どこか発言者の自 

己顕示したい雰囲気が伝わってきませんか？ そうなのです。この言い回しには 

「俺みたいなレベルの人間から見たら、あいつは……」という気持ちが隠されて 

います。 

〝俺に言わせれば〟の前に「東大出身の」「海外暮らしの長い」などの形容詞が 

付くと、その自己顕示はさらに高まっていきます。 

 しかし、発言者の気持ちとは裏腹に、聞く側には「発言者の権威」があまり伝 

わってきません。それは〝俺に言わせれば〟という表現に、どこか品の悪さが漂っ 

てしまっているからです。 

 

 

 

 食事の仕方は、主に三つのパターンに分類することができます。 

一つめは「好きなものから早食いの人」。こういう人は、見るものすべてが欲 

しくなってしまうタイプ。 

一度欲しいと思ったら、絶対に手に入れるまで、諦めません。しかも執着心も 

強く、自分のものは誰にも奪われたくない気持ちも強く持っています。もし、隙 

を突いて、その人の好物を横取りすれば、間違いなく大声で「ふざんけんなよ！」 

と怒りをあらわにすることでしょう。絶対に、そんなイタズラをしてはいけませ 



ん。 

 二つめのパターンは 「どれもまんべんなく普通の早さで食べる人」。こういう 

人は、絶対にこれでなくてはダメというような執着心はまったくありません。た 

とえ欲しいものがあっても、手に入らないと思ったら、驚くほどあっさり諦める 

タイプです。 

 だからこそ、好きなものを先には口に入れないわけです。「これ食べたいなぁ」 

と言えば、たとえ好物だったとしても「あげるよ」という心の大らかさも持って 

います。 

 三つめは「好きなものを後回しにしてゆっくり食べる人」。これは、もうマイペー 

スです。人が何と言おうと、自分が興味のあるものだけに執着するタイプと言え 

ます。 

 人気や流行にも左右されず、本当に自分が欲しいと思ったものを見つけ出して 

いきます。そして狙ったものは時間がかかっても、最終的に確実に手に入れる人 

です。 

 

 

股をやたら広げる 

そんな人は、見た目どおり、かなり攻撃的な人が多いと言えます。股を広げる 

のは強さを誇示するためで、自己顕示欲が強く、人を寄せ付けたくない縄張り意 

識もあります。常識が通用しないタイプもいるので、何をされるかわかりません。 

こんな人を見かけたら、まず近付かないこと。それが無難です。 

 

 

 

店の座る位置 

まず「端っこの壁側の席」を選ぶ人は、目立つことを嫌っている可能性が高い 

といえます。 

 また、全体の雰囲気を観察したい人も、ここに座ります。 

「入り口近くの席」に座りたがる人は、三つのタイプに分かれます。一番多いの 

は「気配りの人」。入り口付近であれば、店員に声をかけやすいため、追加注文 

や会計をするときに便利だからです。 

「早くその場を去りたい人」も、入り口付近に座る傾向にあります。場が盛り上 

がった隙に、そっと帰ろうという気持ちが見えてきますね。三つめは「トイレが 

近い人」。 

 

「真ん中付近の席」に座ろうとする人は、自分に自信を持っている人です。 

自己顕示欲も強く、自分を中心に座は盛り上がると信じて疑っていません。 

 

 

 

 

 


